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被験者 18 名に対して、口蓋部辺縁位置の異なるマウスガード (MG) を製作した。なお被検者らには MG の装着
経験が無いもののみを選んだ。歯茎部より 4 mm 口蓋側に辺縁を伸ばした MG4 と、歯茎部に辺縁を設定した MGC
を装着する各々 9名の被検者グループに分けた。各グループに同じフレーズで、歯茎摩擦音を発音させMG 未装着時、
装着直後、装着後 1 回目から 5 回目に録音した。録音データの一次から四次のスベクトルモーメントを求めた後、主
成分分析を行った。
主成分分析の結果、発音変化を第一主成分、第二主成分の計 2 変数のみで表す事が出来、 MG への順応過程を可視
化することが出来た。可視化したグラフから、 MG4 は、発音変化が総じて少ないが、装着直後と比較して、 2 、 3 、







が最も高いという、形態学的実験E の結果は実験 I を部分的には実証している。
上顎歯列をマウスガードで覆った実験Eでは、明らかな歯茎摩擦音の発音障害が観察されたが、実験E で確認した
解剖学的条件を変えたことで、実験 I で示された音源分布に変化を与えたためと考えられる。また同時に数回の試行
で慣れが観察されたことは、新たな条件において音源の位置を修正するとしづ補償調整機能が働くことを意味してい
ると考えられた。
[結論]
歯茎摩擦音の音源位置は、三次元数値流体解析と、口腔形態学的解析と音響学的解析を組み合わせた解析から、前
歯部周囲にある事が示唆された。またその分布を三次元的に可視化することは、歯科処置の発音への影響ならびに順
応過程の予測に繋がると考えられた。
論文審査の結果の要旨
本研究の目的は、三次元数値流体解析を応用して、歯茎摩擦音/s/のスペクトルの特徴と口腔の 3 次元形態との関係、
を解明することにある。まず音源位置を推定し、次いで口腔の解剖学的形態がスベクトルの特徴に及ぼす影響につい
て検討し、さらにマウスガード装着によって音源領域を修飾したときの音の変化を定量評価した。
その結果、歯茎摩擦音/s/の音源は前歯切端にあると推定され、スペクトルの特徴には前歯部被蓋関係が影響するこ
とがわかった。また同部をマウスガードで修飾した場合に生じる音の変化が、話者本来の状態に短時間で戻っていく
過程を可視化することで評価できた。
以上のように、本研究により三次元数値流体シミュレーションとスベクトル解析法による音声の定量的評価が可能
となり、オーラルアプライアンスの設計と臨床応用に有効な示唆が得られたことから、博士(歯学)を授与するのに
値すると認める。
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